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■虹色のシャボンの中には夢がいつばい（大貫小科学クラブ、シャボン玉実験）

言
●第1回大洗の四季フオトコンテスト



雅央さん
利男さん

第 1回大洗の四季フォ ト

ました。

込ま。 作品は更に二次

賞 3点、黛まどか賞 3点、

▲グランプリ

「暁雲」神主雅央さん（大洗町）

▼優秀賞

「月下の磯辺」桧山有作さん（大洗町）

◄

優
秀
賞

「
霧
の
船
出
」
高
山
三
雄
さ
ん

（
水
戸
市
）
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►

優
秀
賞
「
涸
沼
川
風
物
詩
（
寒
蜆
取
り
）
」

関
倖
江
さ
ん
（
古
河
市
）
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▲最優秀賞

「三日月」小林利男さん（水戸市）

グランプリに神主
最優秀賞は小林

大洗の自然をテーマにした写真作品を公募した

コンテストの審査会が 2月9日（水）に開催され

応募総数486点のうち、 一次審査で85;（絞り

審査を経てグランプリ 1点、最優秀賞 1点、優秀

入選10点、佳作23点、奨励賞 2点が選ばれました。

海
の
青

い
つ
も

r、
か
で

夏
の
恋

▲黛まどか賞

「新陽2000」桑嶋宣昭さん（大洗町）

▼黛まどか賞

「フオーエバー」 Zico足立さん（埼玉県上福岡市）
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一

テ
ラ
ス
に
少
り
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沼

星
飛
べ
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蝉

賞

壁
か

岸
ど
一

ま
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黛
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（入選作品）

►

入
選
「
シ
ギ
憩
う
サ
ン
ビ
ー
チ
」

内
田
真
治
さ
ん
（
日
立
市
）

◄

入
選
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
の
太
陽
」

山
崎
正
さ
ん
（
大
洗
町
）

▲入選

「波涛」鈴木 実さん（日立市）

▲入選
「磯節の郷」川村昇司さん（水戸市）

で、` ―̀ ミン ヘT - ‘て ．、 → マ

- -v ―‘̀ ’ 

▲入選

「市場のひととき」郡司健次さん（友部町）

◄

入
選「

夜
の
燈
台
」
吉
村

広
さ
ん
（
大
洗
町
） ▲入選

「新春の陽差しを受けて」藤井浩一さん（石岡市）
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第1回大洗の四季
フオトコンテスト
講評 審奎委員長

丹地敏明

審査当日は、 20年ぶ

りの大雪、雪の黒松が撮

りたくてそちらへ案内し

ていただき、審査会場へ

向かった。審査員の黛ま

どかさん、大洗町長の小

谷隆亮さんをはじめ5人

の審査員によって午後 l

時30分から審査が始ま

った。審査委員長の僕か

らの説明で、最初は各自が気に入った写真を選んでい

ただき、その後もう一度、各自に5点の附箋を持って

好きな写真に付けていただく方法で審査会を進めるこ

とにした。その結果がこのようになった。今回は、応

募者自身にもとまどいがあり、また時間の余裕もなか

ったと思う。しかし、次回は大洗をもっと見つめ直し

ていただきたい。自分自身で大洗の良さを見つけ出す

ことが大切で、細やかな観察と取材そして感覚を大切

に、考えた大洗を表現していただきたいと思います。

グランプリの「暁雲」神主雅央さんの作品は、三人

ほど写っているのだが中央にいる一人に視線が集中

し、大平洋の朝焼けを一人締めしているような感じが

よくでていて、大洗の海の美しさを象徴的に見せたと

ころが、大方の審査員に評価されたと思います。

最優秀賓の「三日月」小林利男さんは、大洗の特徴

でもある老松に遠近感をつけ、三日月との位置関係を

上手に構成し、日本画的な要素を持たせた点がよいの

と、薄暮の色彩が美しいと感じました。

▲入選

「雨上り」田口義夫さん（潮来町）

ニ~疇··~~`

審査委員

委員長丹地敏明 （写真家）

審査員 黛 まどか （俳人）

小谷隆亮 （大洗町長）

榎本英輔 （町観光協会長）

井上伸二良 （茨城新聞社編集局写真部長）

た

3月10日～3月20日大洗マリンタワー

3月22日～4月9日 大洗文化センター
（漁村センター談話室）

（
 

‘、
▲入選

「サンフラワー号」藤井千江子さん（ひたちなか市）

▲入選
「新春の大洗港」磯野倶美さん（水戸市）
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認定震業者制度とは

自らの創意工夫により、農業経営の改

善を計画的に進めようとする農業者を町

が地域農業の担い手として認定するもの

です。

認定されると農用地の利用集積の支援

や税制上の特例措置、融資制度の優遇

（スーパー L資金等）、目標達成のノウ）＼

ウの蓄積など関係機関がさまざまなバッ

クアッフを行います。

魅力ある農業経営を目指し、経営規模

の拡大や集約化等による経営の発展を計

画されている方は、お気軽に農林水産課

ヘご相談下さい。

こ
の
た
び
、
新
し
い
認
定
農
業
者
8
名

が
決
定
し
、
小
谷
町
長
よ
り
認
定
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

認
定
農
業
者
は
次
の
方
々
で
す
。

今

泉

肇

さ

ん
(

5

5

歳

・
松
川
共
励
）

小
野
瀬
和
典
さ
ん
(

3

2

歳
・
角

＿
2
の1

)

菅
原
不
二
男
さ
ん
(

4

5

歳

・
松
川
報
国
）

田
口
登
代

一
さ
ん
(

4

9

歳
・
荒
谷
）

深

作

栄

さ

ん

(

4

8

歳
・

下
宿
）

田
口
正
直
さ
ん
(

3

8

歳
・
中
宿
）

杉
山

和
久
さ
ん
(

5

1

歳

・
成
田
）

深
作
悦
男
さ
ん
(

4

6

歳
・
中
宿
）

最
近
の
農
業
を
取
り

ま
く
情
勢
は
、
農
業
従

事
者
の
兼
業
化
、
高
齢

化
が
進
み
、
深
刻
な
事

態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、

農
業
労
働
力
の
低
下
な

ど
、
担
い
手
不
足
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
震

業
生
産
を
維
持
•
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、
認

定
農
業
者
に
期
待
が
よ

せ
ら
れ
て
お
り
｀
現
在
、

町
に
は
3
1
名
の
認
定
農

業
者
が
い
ま
す
。

本
町
の
農
業
の
担
い

手
で
あ
る
認
定
農
業
者

に
膜
用
地
を
貸
し
た
い

又
は
譲
り
た
い
と
い
う

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談

下
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課

農
業
委
員
会
6
(
2
6
7
)

5
l
l
l
内
線
3
4
2

地
域
で
認
定
農
業
者

を
育
て
よ
う

意
欲
あ
る
農
業
経
営
者

を
応
援
し
ま
す

認
定
農
業
者
を
紹
介
し
ま
す

氏 名 住 所 年齢 目標とする営農類型 氏 名 住 所 年齢 目標とする営農類型

井上 明 彦 大洗町神山町2124 46 水稲作 亀山 直一 大洗町成田町88 49 水稲＋露地野菜

菊池 邦 彦 ，，， 磯浜町7332 62 水稲＋（麦、大豆、そば、甘藷）＋肥育牛 関 重夫 ，，， 神山町1999 51 水稲＋露地野菜

大貫善一 ，，， 神山町2054 47 施設園芸 鬼 沢 浩三 ク ,,, 2138 32 水稲＋露地野菜

大貫寛昭 ク <- 2051 50 花井園芸 関 甚 ク 成田町214 48 水稲＋露地野菜

小沼 正男 ク 成田町4364 44 水稲＋露地野菜 井上 順一 ク 神山町2056 48 水稲＋施設イチゴ

大貫聡志 ク 神山町2123 30 水稲＋露地野菜 清宮 一美 ク 成田町50 50 水稲＋露地野菜

深作勝久 ク 成田町150 31 水稲＋野菜 （根菜類） 米川 清 ク ，，， 113 38 水稲＋露地野菜

宮部弘巳 ク ,, 788 32 水稲＋露地野采 今泉 肇 ク <- 2512 55 水稲＋露地野菜

大貫久夫 ク 神山町928 44 水稲＋露地野采 小野瀬和典 ク 大貫町348 32 水稲＋露地野菜

藤沼 寛 之 ク 成田町73 24 水稲＋露地野菜 菅原不二男 ク 成田町1479-1 45 水稲＋露地野菜

横田 一徳 ク 大貫町173 39 水稲＋露地野菜 田口登代ー ク 神山町1283 49 水稲＋露地野菜

小野瀬三雄 ク ,,, 194 45 水稲＋露地野菜 深作 栄 ク 成田町60 48 水稲＋露地野菜

内山雅人 ク 磯浜町7097 32 甘藷生産＋加工＋産直 田口正直 ク .,, 159 38 水稲＋露地野菜

大野庸司 ク 神山町2120 48 水稲＋施設、露地野菜 杉山和久 ク ，，， 2344 51 水稲＋露地野菜

関 久雄 ク 成田町68 49 水稲＋露地野菜 深 作 悦 男 ク "' 43 46 水稲＋露地野菜

清宮 義 直 ク ，，， 22 46 水稲＋露地野菜 平成12年3月1日現在
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このたび行った「大洗の四季フオトコンテスト」

には、町内外から486点もの応募があり、どの作

品も甲乙つけがたい力作揃いでした。写真に収ま

った一瞬の風景の数々に町の自然の素晴らしさ、

美しさをあらためて感じたところです。

2000年を迎え、 3月18日には北関東自動車道

友部JCT～水戸南IC間が開通し首都圏から本町へ

のアクセスもさらに便利になり、今後1~2年の間

に子ども科学館や新大洗水族館など観光の核とな

る施設が相次いで誕生します。

更なる発展に向けての環境整備が進む今こそ、

21世紀に向けて地域自らが創意工夫をし、ゆとり

とうるおいのある生活空間を創造するための総合

的な地域戦略プランを策定することが重要です。

まちづくりの専門の知識をもった方々に県内外

から参画いただき、町のグランドデザイン、プラ

ンの策定から実践までを官民一体となって総合的

に支援していただく「2000年まちづくり戦略会議」を発足させ

ます。

フラン策定推進にあたっては、質の高い居住スペース、ビジネ

ススペース、 レクレーションスペースの拡大など民間投資の誘発

や投資の拡大といった経済効果の高い施策に特に配慮し、大貫台

や二葉地区、マリンタワー周辺などの開発を様々な角度から検討

を進め、首都圏や嗅内外から多くの方々をあたらしいふるさとと

して本町に迎え入れるなどの取り組み、住民の皆さんや観光客の

ニーズを反映できる細部にわたる創意・工夫、町の諸産業の連携

強化策などをつくりあげ、遊んで、泊まって、あたたかみのある

大洗にまた訪れたい、住んでみたい、住んで良かったと感じるこ

とができる、大いなるステータスを確立し将来にわたり生活と夢

と希望が持てるまちづくりを目指してまいります。

00 

大
洗
町
長

小
谷
隆
兌

町
で
は
、
青
少
年
の
善
意
や
親
切
心

を
の
ば
し
て
い
く
た
め
に
、
善
行
の
あ

っ
た
青
少
年
に
対
し
善
行
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。

「
下
校
途
中
の
坂
道
を
つ
ら
そ
う
に

自
転
車
を
押
し
て
い
た
お
ば
あ
さ
ん
に

声
を
か
け
、
自
転
車
を
押
し
て
あ
げ
た
」

「
自
転
車
で
倒
れ
て
い
た
お
じ
い
さ
ん

に
気
づ
き
、
家
族
に
連
絡
す
る

＿
方、

家
族
が
来
る
ま
で
お
じ
い
さ
ん
を
励
ま

し
続
け
た
」
「
体
の
不
自
由
な
お
ば
あ

さ
ん
が
ト
イ
レ
の
ド
ア
を
開
け
ら
れ
す

困
っ
て
い
た
の
で
、
ド
ア
の
開
け
閉
め

を
し
た
」
「
一
中
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ

や
側
溝
の
清
掃
を
率
先
し
て
行
っ
て
い

る
」
な
ど
心
優
し
く
、
み
ん
な
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
小
中
学
生
9
名
に
善
行

賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

稲
見
悠
夏

（磯
小
6
年
）
、
鈴
木
敦

（
磯
小
6
年
）
、
嶋
村
亜
海
・
飛
田
友

恵
・
加
部
束
歩
、
石
田
知
世
（
以
上
大

貫
小
4
年
）
、
小
沼
義
弘

(
-
中
2
年
）
、

吉
川
文
恵
・
内
藤
和
（
以
上
＿
中
3
年
）

2
0
0
0
年
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
を
発
定
し
ま
す

゜善意
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す

（
 

●左から大内委員長、山口委員長代理、米川委員、大谷委員

選挙管理委員を紹介します（敬称略）
昨年12月定例議会において、選挙管理委員及び補充

員の任期満了に伴い、新たに次の方々が選任されまし

た。選挙管理委員会の新体制をご紹介いたします。

委員長大内俊夫（二丁目2区）

委員長代理山口進康（永町6区）

委 員米川照枝（寺釜12区）

委 員大谷洋子 （成田）

補充員①吉川和（祝町2区の2)②星野好子（髭釜6区）

③清宮忠（古宿） ④石崎保子（寺釜2区）

※補充員は、選挙管理委員が欠けた場合、番号順に選

挙管理委員になります。

※委員、補充員とも、任期は平成15年12月23日まで

です。

平
成
11
年
12月
5
日
、
茨
城
県
水
難

救
済
会
大
洗
支
部
救
難
所
は
、
那
珂
湊

海
上
保
安
部
か
ら
大
洗
港
南
堤
防
沖
合

に
お
い
て
釣
船
が
機
関
故
障
で
漂
流
し

て
い
る
と
の
情
報
を
受
け
、
直
ち
に
所

員
2
名
と
協
力
者
2
名
が
救
助
艇
「
い

そ
か
ぜ
」
及
び
漁
船
「
飛
清
丸
」
で
現

場
に
急
行
、
折
か
ら
の
風
浪
に
よ
り
浅

瀬
に
座
礁
し
た
釣
船
を
自
船
の
危
険
を

顧
み
す
巡
視
船
あ
か
ぎ
と
協
力
し
無
事

救
助
し
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
次

の
方
々
が
那
珂
湊
海
上
保
安
部
長
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

大
洗
支
部
救
難
所
長
飛
田
清
二
、
同
救

助
員
飛
田
雅
和
、
同
救
助
員
飛
田
和
弘
、

漁
協
組
合
員
飛
田
宏
光
、
同
組
合
員
小

沼
資
平

0 
海
難
救
助
で
那
珂
湊
海
上
保
安

部
長
よ
り
表
彰
状
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階
を
踏
み
外
し
転
び
し
胸
痛
は
く
し
ゃ

正
月
の
ホ
テ
ル
の
料
理
楽
し
く
て
不
況

知
ら
ず
の
三
日
を
過
す

蔵
前
二
区

田

山

佳

風

〔
評
〕
日
本
人
と
し
て
迎
え
る
正
月
は

ま
た
と
な
く
楽
し
い
新
出
発
で
あ
る
。

う

た

友
よ
り
の
便
り
は
常
に
短
歌
と
絵
と
書

き
添
え
て
あ
り
今
日
も
手
に
し
て

寺
釜
十
二
区
小
野
瀬
イ
シ

〔
評
〕
近
年
生
涯
学
習
は
各
地
で
盛
ん

で
あ
る
。
友
人
よ
り
の
絵
手
紙
で
あ
る
。

は
る遥

ば
る
と
来
た
れ
る
も
の
か
夕
暮
る
る

湯
宿
の
窓
に
お
岩
木
の
山

前
原

一
区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
旅
の
疲
れ
を
休
め
る
に
は
温
泉

は
殊
の
外
よ
い
。
窓
外
の
眺
め
も
ま
た
。

帯
に
て
掃
き
た
る
如
き
棚
雲
の
広
ご
る

朝
吐
く
息
寒
し

南
清
水

一
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
棚
雲
の
な
び
い
て
い
る
情
景
。

朝
の
寒
さ
も
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。

．． ． ． 
歌
埴

年
明
け
の
幸
を
祈
り
て
あ
ら
た
ま
の
日

出
づ
る
方
に
掌
を
合
わ
せ
お
り

な
の
ひ
ろ●

勝
山
一
美
選

み
の
パ
ワ
ー
を
不
発
に
し
た
り

成

田

大

野

恵

美

〔
評
〕
胸
部
を
痛
め
た
後
遺
症
が
残
っ

て
い
る
の
だ
。
若
者
の
作
風
。

北
に
向
う
機
窓
真
下
の
鹿
島
灘
手
の
ひ

ら
ほ
ど
の
吾
が
町
が
見
ゆ

蔵
前
―二
区
鴨
J
I
I
靖

〔
評
〕
北
へ
向
う
航
空
機
は
大
洗
上
空

を
通
る
。
て
の
ひ
ら
ほ
ど
の
が
よ
い
。

正
月
の
千
両
の
実
を
飛
び
来
た
る
小
鳥

こ
ぽ

目
ざ
と
く
食
み
零
し
つ
つ

船
渡
＿二
区
照
沼
と
よ
子

あ
か

〔
評
〕
正
月
に
朱
い
実
を
つ
け
た
千
両

を
忽
ち
に
食
べ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

お

お

と

ば

本
尊
と
庭
の
大
塔
婆
つ
な
ぐ
綱
夜
目
に

も
白
く
く
っ
き
り
と
見
ゆ

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

〔
評
〕
西
福
寺
の
庭
の
中
央
に
大
き
な

塔
婆
が
あ
る
。
本
尊
と
縁
づ
け
た
習
い
。

永

町

四

区

川

上

ひ

さ

〔
評
〕
＿
冗
朝
の
日
の
出
は
あ
ま
り
に
も

ま
n
位

荘
厳
で
あ
る
。
あ
ら
た
ま
は
枕
言
。

「
茨
城
に
来
て
あ
げ
た
ん
だ
か
ら
」
と

ね
ば

臨
界
の
事
故
を
逆
手
に
粘
る
客
あ
り

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔
評
〕
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
さ
ま
ざ

ま
な
変
事
ま
で
が
起
き
て
い
る
。

橋
桁
に
あ
ま
た
電
球
灯
り
い
て
夕
暮
る

る
那
珂
の
川
面
を
映
す

仲
町
四
区
庄
司
千
代
子

〔評
〕
海
門
橋
の
夜
景
を
捉
え
た
歌
。

近
年
電
飾
が
非
常
に
増
え
て
来
た
。

か
も
め

那
珂
川
の
ゆ
る
き
流
れ
に
鴎
ら
の
群
れ

つ
つ
跳
ね
る
小
魚
の
お
り

永
町

一
区

石

澤

き

み

ベ

〔
評
〕
海
の
辺
の
実
景
。

三
十
糎
も
跳

ね
あ
が
る
様
は
奇
観
で
あ
る
。

永
町

一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
正
月
休
み
の
局
で
切
手
購
入
の

方
法
を
教
歪
て
く
れ
た
と
い
う
の
だ
。

お
も

胸
奥
の
錘
り
が
ふ
い
に
揺
れ
動
き
旅
の

の
が

仲
間
の
輪
を
逸
れ
い
つ

永
町
十
六
区
身
内
ゆ
み

〔
評
〕
「
胸
裡
の
錘
り
」
と
い
う
巧
み
な

表
現
で
捉
え
て
い
る
。

正
月
に
局
の
や
さ
し
き
佐
山
さ
ん
切
手

販
売
機
教
ス
て
く
れ
し

田
山

り
ゑ

女
坂
の
ぼ
れ
ば
宮
の
森
ひ
ら
け
つ
わ
ぶ

き
の
花
金
に
輝
う

桜
道
三
区

田
部
田
す
す
ほ

猪
瀬

ゆ
き

福
袋
下
げ
た
る
子
等
は
帰
り
来
て
狭
き

廊
下
を
や
た
ら
に
走
る

祝
町
二
区

吉

川

和

〔
評
〕
嬉
々
と
し
て
嬉
し
さ
を
隠
せ
ぬ

こ

ら
子
等
の
姿
が
自
に
見
え
る
様
だ
。

痛
ま
し
き
子
ら
の
事
件
の
起
り
し
を
切

ぁ

に
祈
り
と
な
し
て
年
明
＜

寺

釜

九

区

三

村

住

江

〔評
〕
小
学
生
誘
拐
監
禁
な
ど
後
を
絶

た
な
い
事
件
に
戦
き
を
感
じ
る
の
だ
。

ひ
さ
め

氷
雨
降
り
て
姉
見
舞
は
む
と
訪
ひ
来
た

る
病
舎
の
灯
り
乏
し
く
見
ゆ
る

祝

町

一

区

佐

藤

毅

〔
評
〕
病
院
を
訪
う
寒
々
し
い
夜
作
者

の
気
持
が
下
句
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

我
を
追
い
急
ぎ
越
し
ゅ
く
男
の
子
ふ
と

「
今
日
は
」
と
声
か
け
ゆ
き
ぬ

永
町
十
六
区

よ

い
つ
ま
で
も
佳
き
雛
祭
り
祝
い
た
し
童

の
ま
ま
の
直
き
心
で

桜
道

一
区

奥
住
ふ
み
枝

草
や
木
の
供
養
塔
あ
り
み
ち
の
く
は
自

然
を
あ
が
む
る
心
根
あ
っ
し

永
町
二
区

▲講師の勝山一美さん

歌
壇
で
講
評
を
い
た
だ
い
て
い

る
勝
山

一
美
さ
ん
が
N
H
K
水
戸

文
化
セ
ン
タ
ー

「
短
歌
入
門
」
講

座
で
講
師
を
担
当
さ
れ
ま
す
。

「
短
歌
と
は
何
か
。
啄
木
の
歌

に
、
万
葉
の
歌
に
、
人
の
心
は
動

き
ま
す
。
美
し
い
日
本
語
を
再
発

見
し
な
が
ら
、
先
人
達
の
作
品
の

鑑
賞
や
短
歌
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。」

日
時
／
4
月
か
ら
の
第
4
土
曜
日

午
前
1
0
時
1
1
2
時

6
カ
月
（
全
5
回

）

場
所
／
三
の
丸
庁
舎

料
金
／
9
、
5
0
0
円

申
込
み
・
問
合
せ
／

N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー
水
戸

水
戸
市
三
の
丸
ー
の
5
の
3
8

6

(
2
3
3
)
ー

7
1
5

N
H
K
水
戸

文
化
セ
ン
タ
ー

平
成
12
年
4
月
期

短
歌
入
門
受
講
生
募
集

2000.3.6 広報おおあらい (8) 



「笠雲」 オート

平沼好男

► 富士山にかかった笠雲を精進湖から撮影しました。

50~300mm 

「出航」 オートストロボ

高橋和豊

► 早朝、出航する漁船をストロボを使って撮影 しました。

50mm 

F8 

F5.6 

フ
ォ
ト
P
H
o
T
O

小沼さん

全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会

小
沼
綾
香
さ
ん
(

6

3

キ
ロ
級
）

坂
本
恵
美
さ
ん
(

7

8

キ
ロ
級
）

県
予
選
で
優
勝

ー
月
2
7
日
（
木
）
に
水
戸
市
県
武

道
館
で
第
2
2
回
全
国
高
校
柔
道
選
手

権
大
会
嗅
予
選
が
行
わ
れ
、
土
浦
日

大
高
2
年
小
沼
綾
香
さ
ん
（
髭
釜
4

区
）
が
6
3
キ
ロ
級
で
優
勝
、
坂
本
恵

美
さ
ん
（
仲
町
4
区
）
が
7
8
キ

□級

で
優
勝
し
ま
し
た
。

小
沼
さ
ん
は
昨
年
の
大
会
に
引
き

続
き
同
階
級
2
連
覇
、
坂
本
さ
ん
は

う
れ
し
い
初
優
勝
。

現
在
、
土
浦
日
大
高
で
活
躍
す
る

2
人
は
、
大
洗
一
中
か
ら
の
チ
ー
ム

メ
イ
ト
で
日
ご
ろ
か
ら
厳
し
い
練
習

を
積
ん
で
い
ま
す
。

「
新
人
戦
で
は
、
と
て
も
悔
し
い

思
い
を
し
た
の
で
、
今
回
は
、
絶
対

勝
つ
と
い
う
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。
全
国
大
会
で
も
精
一
杯
が

ん
ば
り
ま
す
。」
（
小
沼
さ
ん
）

「
や
っ
と
全
国
大
会
の
切
符
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
練
習
を
重
ね
て
全
国
大
会
で

も
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。」
（
坂
本
さ

ん）
3
月
2
0
.
2
1
日
に
行
わ
れ
る
全
国

大
会
で
の
お
二
人
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。

(9) 広報おおあらい 2000.3.6 
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◄

シ
ャ
ポ
ン
玉
の
中
か
ら
は
、
虹
色
の
景
色
が
見
え
た
よ

r
 '、-)

.

噌

／
，
 ごl

、•一~
つ

一 河

▲液の配合「うん、いい感じ」

ヽ
／
 

学校と地域が協力
シャボン玉とんだ

1月29日、大貫小学校で「シャボン玉の不思議一虹

から何が見える」と題して実験が行われ、アイアンキッ

ズ支援隊のメル友（パソコンのメール友達）や知識を持

った地域の方々が指導者と して参加、科学クラブの児童

18人と一緒にシャボン玉づくりに取り組みました。

水や洗剤、洗濯のりの配合、グリセリンを混ぜるなど

液づくりのコッや飛ばし方までを指導しました。

子どもたちは、自分でつくったシャボン玉に「こんな

大きなシャボン玉は、初めて見た」と感激していました。

みんなて守ろう
交通/L-/L

1月29日、ひじり保育園で水戸警察署のおま

わりさんや婦警さんによる交通安全教室が行わ

れ、園児と保護者が交通安全について学びまし

た。

紙芝居や腹話術によるわかりやすい交通ルー

ルの話や保護者へのチャイルドシー トの安全性

の説明、 5・4歳児親子による道路の安全な歩

き方の指導などが行われ、参加した親子は、交

通）レールの大切さを再認識していました。 ▲横断歩道は手をあげて渡ろうね 「は一い」

2000.3.6 広報おおあらい (l 0) 
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▲親子で 「よーいドン」

ぷ晶‘すり患
2月6日、第18回大洗マラソン大会が開催さ

れました。

総勢538人の参加者がクラスことに文化セン

ター下海岸道路l~5kmのコースをスタート。

沿道のあたたかい声援を受けながらコールを

目指しました。

また、ゆっくら健康館の宣伝マン？がのぼり

をかかげて力走し、大会を盛り上げました。

心健康館
っ 種目 小学4(2年km生)男子 Jj＼翠4(2年km生)女子 小学(52年km生)男子 小学(52年km生)女子 小学(62年km生)男子 小学6(2年km生)女子 中学(3校km男)子

1位 笹息横 大 菊池（三反日理I」¥)沙 横（倉岩閻第3将JJ¥)太 樫村（東石/Ill」1)郁 中野（戻石川良）」1)太 清水（高男IJ麻¥)美 柳岡（明光中優）希
堀I」1)

2位 郡（司岩闊第2卓1J1)弥 田口侮浜1J友1)梨 赤坂（石剥昌1)彦 荻津(/1|根1J1)優 大塚（大戸l」昌¥)俊 野中（中美局」紗＼） 子 小泉（佐男中）章

3位 江戸（干波1J賢¥)寿 相沢（大回」理＼） 絵 樫村（應浜lj拓¥)也 河野（戻石の1||ぞIJ¥)み 山本（麟I」大¥)輔 米川（夏恒l」¥)舞 郡司（明勁龍）彦

種目 中学(2校km女)子 高(校5k男m)子 高(校3k女m)子 ―息 巴子 一(般3k女m)子 慧門 親子
(l km) 

1位 黒沢（佐舒中愛）子 桜井（大流属啓校）太 坂（常本馨女子真属理） （野サイ中クル匿一構大睛洗） 鈴石（大況BJ順)子 (大8本和原子日力伍究稔爵）岡（ひ野たちな文倫か市範明） 

2位 住谷（佐野中沙）織 田山（大洗裔寛校）豪 生（常駒酋女子爾瞳） 町田（貝海中謙）一 旧大立和Iン田ジこたアリンみグ）遠(11西っび会克届得雄） 野（ひ中たち翔な一一か市晴郎） 

3位 清水（菰ひ践中ろ）な 大川（大況扁紘校）平 清（常水磐女子舞冨美） 関谷（祝郎」能1)史 田（ゆ中っく美ら健恵展飼子） （成スコ日ーピオンズ明1号）
ニ田（大寺浣町利悠）介明

元気に棄しく
スキーをマスター

1月22日・ 23日の2日間、福島県猪苗代スキー場

で大洗町こどもスキー教室が開催されました。

36名が参加し、 1日目は、斜面を横歩きで登る練

習から始まり、安全な止まり方やボーゲンなどを練習、

2日目には、リフトに乗っておもいおもいの滑りを楽

しむまでに上達しました。

参加したこどもたちは、 「この2日間で友達もでき

たし、スキーも上手になって楽しかった」と語ってい

ました。

・' ．、
人

9

、h

J 

•
— 

． ・̀-
｀
鼠
i

4
 

＊
．
 

9 ... • 

＂ 
、油

色 F

ハ＼

▲おっとと、転ばないようがんばるぞ
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水
戸
警
察
署

•

水
戸
地
区
交
通
安
全

協
会
で
は
、
交
通
事
故
か
ら
お
子
さ
ん

を
守
る
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
要
に

な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
提
供

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
提
供
の
受

付
は
、
水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会
及
び

町
生
活
環
境
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
）

貸
出
期
間
／
原
則
と
し
て
1
年
間

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

リ
サ
イ
ク
ル
の
お
知
ら
せ

大
学
生

（
 

町
で
は
、
優
良
な
生
徒
、
学
生
で
経

済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
な
方
に
対
し

て
奨
学
資
金
の
給
付
、
貸
付
を
行
い
ま

す
。

資
格
／
町
内
に
1
年
以
上
居
住
さ
れ
て

い
る
方
の
子
ど
も
で
高
等
学
校

（
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）

大
学

(
4
年
生
）
に
4
月
か
ら

入
学
さ
れ
る
方

奨
学
金
の
額
／

高
校
生
（
国
立
高
等
専
門
学
校

を
含
む
）
月
額
9
千
円

（
償
還
な
し
）

月
額
4
万
円

平
成
1
2
年
度

町
奨
学
生
募
集

貸
出
条
件
／

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

取
り
付
け
る
車
（
運
転
免
許
、

車
検
証
も
一
緒
に
）
を
貸
出

場
所
に
持
っ
て
く
る

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
取
付

方
の
指
導
を
受
け
る

③
貸
出
し
晉
約
書
に
署
名
す
る

④
諸
経
費
（
ク
リ
—
ニ
ン
グ
代

等
）
が
か
か
り
ま
す

申
込
み
・
問
合
せ
／

水
戸
市
三
の
丸
ー
の
5
の
21

•

水
戸
芭
察
署
内

水
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

c

(
2
3
l
)
5
9
l
g
 

•

町
生
活
環
境
課
交
通
防
災
係

内
線

(
2
4
2
)

(

2

分
の
ー
償
還
）

募
集
人
数
／
高
校
生
7
名
予
定
（
中
学

校
長
の
推
薦
が
必
要
）
大
学
生

5
名
予
定

（
高
等
学
校
長
の
推
薦
及
び
大

学
在
学
証
明
書
が
必
要
）

受
付
期
間
／
3
月
24
日
（
金
）
か
ら

4
月
14
日
（
金
）
ま
で

※
申
請
の
際
に
必
要
な
書
類
は
、
学
校

教
育
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課
（
内
線
3
5
l
)

栄
養
と
運
動
を
テ
ー
マ
に
健
康
ま
つ

り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

成
人
病
予
防
料
理
や
離
乳
食
、
地
元

で
と
れ
る
魚
や
野
菜
を
使
っ
た
郷
土
料

理
を
試
食
で
き
る
「
う
ま
い
も
の
コ
ー

ナ
ー
」
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
コ
ン
テ
ィ

シ
ョ
ン
づ
く
り
や
腰
や
肩
の
痛
み
の
治

療
で
活
躍
中
の
軍
司
清
二
先
生
に
よ
る

「
軍
司
式
気
功
＆
筋
肉
調
整
法
」
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
に
も
楽
し
く
て
健
康
に
役
立

つ
コ
ー
ナ
ー
等
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
の

で
、
ご
家
族
お
揃
い
で
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
／
3
月
12
日
（
日
）
午
前
9
時
＼

会
場
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ー
階

内
容
／
①
献
血
功
労
者

・
健
康
標
語
特

選
者
表
彰
式

②
軍
司
先
生
の
10
歳
若
返
る

筋
肉
調
整
法
実
技
体
験

第
1
0
回
健
康
ま
つ
り

「
食
っ
て
、
動
い
て
、

丈
夫
に
な
っ
ぺ
」

ペこ 大洗町体協剣道部
ちびっこ剣t大募集！

大洗町体協剣道部は、毎週火 ・木曜日午後7時45分から午後9時ま

で、土曜日は午後7時30分から午後9時まで大洗ー中格技場で稽古を

行っています。（見学自由）また、年中行事（クリスマス会やもちつ

き大会）などを行い、楽しく心と体を鍛えています。

問合せ 大洗町体協剣道部会長米川政宏 合267-4686

③
み
ん
な
で
い
き
い
き
体
操

④
赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
コ
ン
テ

ス
ト
（
事
前
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
）

⑤
レ
ッ
ツ
ー
ら
く
楽
ビ
ク
ス

⑥
う
ま
い
も
の
コ
ー
ナ
ー

⑦
そ
の
他
（
健
康
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
・
書
道
作
品
の
展
示
、

体
脂
肪

．
血
圧

．
体
力
測
定
、

健
康
相
談
、
介
護
教
室
、
手

作
り
作
品
や
地
元
産
野
菜
の

販
売
コ
ー
ナ
ー
）

問
合
せ
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
増

進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

不
要
に
な
っ
た
こ
い
の
ほ
り
を
集
め
て

お
り
ま
す
。

ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
こ
い
の
ぽ
り

で
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
の
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
に

ご
協
力
下
さ
い
。

申
込
み

・
問
合
せ
／

大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ
ー

6

(
2
6
6
)
3
3
6
6
 

こ
い
の
ぼ
り
の

こ
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

2000.3.6 広報おおあらい (12) 



となりのまちから

八重桜まつり

水戸地方広域市町村圏協議会

呵
日本の桜名所100選に選ばれた「静峰ふるさと公園」

には、毎年2000本の八重桜が咲き誇ります。期間中は、

多彩なイベントを予定しており、家族連れで楽しい一日

を過こせます。また公園内の余暇活用施設「しどりの里」

では薬湯風呂も楽しめます。

期間／4月下旬から5月上旬

場 所／静峰ふるさと公園

問合せ／瓜連町観光協会 合296-ll l l 

燭
内原町北部の有賀地区にある「かたくりの里」は人里

近くでは見ることの少なくなった「かたくり」群生地で

す。毎年4月上旬から中旬が見ごろで、赤紫色をしたう

つむき加減の可憐な花が楽しめます。

開花期間中は、地元の農産物などの直売「かたくり市」

も開かれます。

問合せ／内原町役場企画財政課

合 258-221l （内線48)

かたくりの里

あたご天狗の森スカイロッジ €口□診
愛宕山にあるスカイロッジは、ヒノキ材を使用した本

格的なログハウスの宿泊施設です。

眺望がすばらしい広場でのバーベキューやハイキング

が楽しめます。手軽なアウ トドアの拠点としてご利用下

さい。

定員4人、 6人、 12人の言tlO棟があり、冷暖房、バ

ス、 トイレ、キッチン完備

予約受付は、利用したい日の2カ月前の月初めから可

（直接管理事務所へ）

申込み・問合せ／スカイロッジ管理事務所

岱 0299-45-6622

岩間町役場商工観光課

fl0299-37-66 l l 

家族旅行村ふれあいの里

｀ オー トキャンプ場やキャビンなどの宿泊施設 (4月l

日から予約受付）、 400ミリ反射望還鏡を備えた天文台

があります。農作物の青空市や各種イベントでにぎわう

「小さな夏祭り」や星空観望会も開催されます。

申込み・問合せ／ふれあいの里管理事務所

合 288-5505

七会村野外センター山びこの郷 qm 
豊かな自然の中にキャビン 16棟、スペースキャビン

6棟、屋内・ タ中バーベキュー施設やテニスコート、グラ

ンド、水遊び場などがあります。ご家族、仲間でこ利用

下さい。

申込み・問合せ／山びこの郷管理事務所

合 0296-88-3l 57 

平
成

12
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
期
間
は
次
の
と
お
り
で
す
。

資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
課

税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
を
ご
確
認

下
さ
い
。

縦
覧
期
間
／
4
月
3
日
＼
24
日
（
土

日
を
除
く
）

時
間
／
午
前
9
時
1
午
後
5
時

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
、
農
耕
用
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
の
税
金
は
、

4
月
ー
日
現

在
で
所
有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま

す
。盗

難
に
あ
っ
た
と
き
や
使
用
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
他
人
に
譲
っ
た
と
き
、

町
外
に
住
所
を
異
動
し
た
と
き
な
ど

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
口
座
振
替
で
ー
・

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
に
つ
い
て
軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の

申
告
を
忘
れ
す
に

税

年金

場
所
／
税
務
課

対
象
／
資
産
の
所
有
者
、
納
税
管
理
人

及
び
代
理
の
方

用
意
す
る
も
の
／
印
鑑
（
代
理
の
方
は

所
有
者
の
委
任
状
が
必
要
）

問
合
せ
／
税
務
課

（
内
線
1
4
3
ー

4
4

バイク （原付）などの申告に必要なもの
こんなとき 持参するもの

使用しなくなったとき 印鑑、ナンバープレート、標識交付証明書

購入したとき 印鑑、販売証明書

中古車を譲り 廃車済 印鑑、廃車証明書か譲渡証明書

受けたとき 廃車前 印鑑、標誌交付証明誓か譲渡証明書（；宕繋裳どi芸証紺う

転出 印鑑、ナンパープレ＿卜、標識交付証明苔

住所が 廃車しているときは印鑑、廃車証明書
変わったとき 転入 廃車していないときは印鑑、ナンパープレート、

標識交付証明書

車体を変更したとき
印鑑、標識交付証明書、譲渡・廃車・販売証明書

のうち1つ

は、

3
月
31
日
ま
で
に
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

車
ず
品
加
の
申
告
・
問
合
せ
先

0
1
2
5
c
c
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車

と
小
型
特
殊
自
動
車
役
場
税
務
課

（
内
線
1
4
3
)

0
1
2
5
c
c
を
越
弓
る
二
輪
の
小
型
自

動
車
関
東
運
輸
局
茨
城
陸
運
支
局

6

(2
4
7
)
5
1
1
8
 

0
6
6
0
c
c
以
下
の
＿
二
輪
・
四
輪
の
軽

自
動
車
軽
自
動
車
検
査
協
会
茨
城

事
務
所

6

(
2
9
3
)
9
9
8
9
 

口
座
振
替
は
現
金
を
も
ち
歩
く
必
要

が
な
く
、
安
全
で
大
変
便
利
で
す
。

◆
本
人
の
指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
、

毎
月
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
の
で

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
一
度
手
続
き
す
る
と
、
翌
年

度
か
ら
の
分
も
自
動
的
に
払
い
込
ま

れ
、
毎
月
継
続
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
年
金
係
ま

た
は
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
、

印
鑑
、
預
金
通
帳
、
保
険
料
の
納
付
書

を
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き

ま
す
と
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ

う。
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
時
は
｀
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
相
談
下
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)
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対
象
者
／
3
0
歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
7
日
（
金
）
ま
で

対
象
者
／
3
0
歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
2
1
日

（
立
）
ま
で

（
 

検

診

日

4
月18日（火）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
展
館

乳
が
ん
検
診

視
触
診
の
み

検

診

日

5
月
1
6
日
（
火
）

5
月
1
9
日
（
金
）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

婦
人
検
診

子
宮
が
ん
、
乳
が
ん
の
セ
ッ
ト
検
診

対
象
者
／
4
0
歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
3
月
2
4
日
（
金
）
ま
で

対
象
者
／
3
0
歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
2
1
日

（
金
）
ま
で

検

診

日

4
月
8
日
（
土
）

4
月
9
日
（
日
）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

総
合
健
診

循
環
器
、
結
核
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

前
立
腺
検
診
、
胃
が
ん
検
診

検

診

日

5
月
1
0
日
（
水
）

5
月
1
日（木）

5
月
12日
（金）

場

所

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

平
成
1
2
年
度
各
種
が
ん
検
診
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

が
ん
は
早
期
発
見
が
大
切
で
す
。
必

す
受
診
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
前
年
度

受
診
さ
れ
た
方
に
は
、
す
で
に
申
し
込

み
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
直
接
検
診

票
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

検
診
会
場
等
、
変
更
が
あ
る
場
合
は

ご
連
絡
下
さ
い
。

胃
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

対
象
者
／
4
0
歳
以
上
の
方

申
込
締
切
／
4
月
2
1
日

（金）

ま
で

目冒］ ， ， ： 検

号ロ^  ジ•
‘、フJ<-一‘、 、一火一、

、こ月ー一~ 、， 
一r 月--、 日

ゅ

<贋I 
角

閲亨
場

つ
詈， こ

所

［ 荏

＇ 
希塁p斤

対
象
者
／
3
0
歳
以
上
の
女
性

申
込
締
切
／
4
月
1
4
日

（金）

ま
で

検

診

日

4
月25日
（火
）

4
月26日（水）

場

所
ゆ
っ
く
ら
健
康
館

ゆ
っ
く
ら
健
康
館

乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン
と
視
触
診

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
3
0
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
の
相
談

（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(2
6
6
)
3
0
2
l
 

■貸
出
期
間

休
館
日
／
3
月
1
3
日
（
月
）

27
日
（
月
）

4
月
3
日

（
月
）
1
0
日
（
月
）

■貸
出
時
間
午
前
9
時
3
0
分
＼

午
後
4
時
30
分

2
週
間
（
l
人
3
冊
）

心
配
こ
と
相
談

2
0
日
（
月
）

^ • (_  

イ
ー
ス
ト
フ
レ
ス

2
7
歳
で
失
明
し
た
犬
ぎ
ら
い
女

性
が
盲
導
犬
と
子
育
て
を
し
て
い

く
決
心
を
し
ま
し
た
。
で
も
盲
導

犬
の
ベ
ル
ナ
は
途
中
で
目
が
見
え

な
く
な
っ
た
の
で
す
。
最
後
ま
で

ベ
ル
ナ
を
引
退
さ
せ
す
に
家
族
の

一
員
と
し
て
看
取
る
こ
と
に
し
た

犬
と
人
間
の
愛
の
物
語
で
す
。

●大洗文化センタ―• fl266-2442 

L
'

」

講
談
社

荷
物
の
重
さ
を
な
ぜ
計
る
？
卜

イ
レ
の
水
は
ど
こ
へ
行
く
？
着
陸

し
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
サ

イ
ン
は
な
ぜ
消
え
な
い
の
？
ジ
ャ

ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
の
旅
の
な
ぜ
と
楽

し
さ
を
満
載
。
ち
ょ
っ
と
こ
わ
い

話
も
入
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ル
ナ
の
し
っ
ぽ

郡
司
な
な
え

著

園咤炉
戊 I
春t

＇ 

機
長
の

7
0
0
万
マ
イ
ル

田
口
美
貴
夫
著

R

書

紹

介

届

月 日躍 催 事 内 容 開始躙 彫輯罹 燻方法

14 火オカリナ演奏会とチャリティバザー16.00~ ホー）レ 無 料

3 24 金運転免許証更新持講習 800~ 大会巖窒関係者

26 日ふる里民謡発表会 900~ ホー）レ 無 料

4 9日ピアノ発表会 13'00~ ホール無 料

町の人口と世帯
(2月1日現在）

人 口 20.097人 (-29)

男 9.911人 (-15)

女 10.186人 (-14)

世帯数 6.642戸( 0) 

転入 28人 転出 56人

出生 17人 死亡 19人

その他 1人

国民年金

(3月分）

納期は

3月31日迄です。

目
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月 日 闘t )Jf.業名 対象者 受付時間

17 金 機 能回復訓練 閃府をもった方で機能訓練か必要な方 900~1100 

火
機 能回復訓練 閃；限をもった方で機能訓練が必要な方 900~1100 

21 
ふれあい広場 乳幼児を持つ親 900~1100 

22 フK 三種混合接稲 生後3カ月～90カ月未渦の乳幼児 1300~13:45 

木
他と・ b人luIX•「I療I炎対 象者 も人1屈療受稔者証新規交付者 900~1100 

3 23 
乳児健診 IりI後険36ヵヵ月月～～47カヵ月月のの乳孔児児 13 00~1345 

24 金 機 能回復訓練 烈Ifをもった方で機能訓練が必要な方 900~1100 

27 月 機 能回復訓練 閃（¢lt形を外もっ科た医方診で察横指能入＃柑I）I練が必要な方 13 00~1500 

28 火 ふれあい広場 乳幼）しを持つ親 900~1100 

31 金 機 能回復訓練 阿りをもった方で機能訓練が必要な方 900~1100 

母子相談 lii親及び乳幼児 930~llOO 

3 月 一般健康相談 —!HI:r{ 930~llOO 

親とfの虫歯予防教室 1歳の幼児及び1;J:親 13:00~14:00 

4 火
ふれあい広場 乳幼児を持つ槻 9・00~1100 

機能1111復訓練 l知(Pl!＇：学を根もっ法たl:）iihでig1茂)能、1Jll練が必災な方 1300~1500 

5 フj< マタニティビクス 妊娠6カ月～9カ）lの妊婦 1000~1030 

6 木 経口生ポリオ投り 生後3カ月～90カ）j未渦の乳幼児 13:00~1345 

7 金
ふれあい）より）J 乳幼児を持つ親 9・00~1100 

4 機能回複訓練 I匁害をもった方で機能訓練が必要な方 900~1100 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親 9.00~1000 

11 火 機能回復訓練 I~祁をもった方で機能訓練が必要な方 9・00~1100 

こうのとり学級① 妊娠6カ）1～8カ月の初産の方 915~ 930 

12 オ＜ 経口生ポリオ投与 生後311)|~90カ月未渦の乳幼児 1300~1345 

13 木 こうのとり学級② 妊娠6カ）1~8カ）1の初産の方 9:15~ 930 

ふれあい広場 乳幼児を持つ親 9:00~1100 

14 金 機能回復訓練 障害をもった方で概能謂練が必要な方 900~1100 

三種況合接種 生後3カ） 1~90カ） I~対満の乳幼児 1300~13 45 

アイドIL!
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せき あやの

関綾乃ちゃん

（神山 1歳l力月）

●父 安雄

● 母 三枝

元気いっぱいの

わんばく姫です

おおいし けんすけ

大石健裕くん

（祝町l区 2歳4カ月）

●父靖忠

●母 陽子

パパとママの宝物です

心優しく、たくま しく育って

欲しいと願っています

がん検診

のすすめ

(f建康福祉センター鑓康増進係）

我
が
国
の
「
が
ん
」
に
よ
る
死
亡

は
、
こ
こ
2
0
年
間
死
因
の
第
1
位
を

続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
1
分
5
1
秒

に
l
人
が

「
が
ん
」
で
死
ん
で
い
る

こ
と
と
な
り
、
今
後
も
さ
ら
に
増
加

す
る
見
込
み
で
す
。

し
か
し
最
近
の
医
療
技
術
の
発
展

は
め
ざ
ま
し
く
、
早
期
の
「
が
ん
」

は
約
9
0
％
が
治
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
“
早
期
”
と
い
う
の
が
ポ

イ
ン
ト
で
、
治
る
「
が
ん
」
は
早
期

に
発
見
し
た
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

困
っ
た
こ
と
に
早
期
の
「
が
ん
」
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
発
見
が

困
難
で
す
。
そ
こ
で
有
効
な
の
が
、

が
ん
検
診
で
す
。
毎
年
定
期
的
に
が

ん
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば
、
た
と
え

「
が
ん
」

に
な
っ
て
も
早
期
に
発
見
で

き
ま
す
。
「
が
ん
」
が
見
つ
か
る
の
が

恐
い
と
い
う
理
由
で
受
け
な
い
と
い

う
方
が
い
ま
す
が
、

検
診
を
受
け
な

い
で
手
後
れ
に
な
る
ほ
う
が
も
っ
と

恐
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
で
が
ん
検
診
を
少
し
で
も
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
が
ん
検
診
の

内
容
を
少
し
く
わ
し
く
紹
介
し
ま
す
。

胃
が
ん

胃
部
の

X
線
間
接
撮
影
が

行
わ
れ
ま
す
。
バ
リ
ウ
ム
を
飲
ん
で

体
の
方
向
を
変
え
な
が
ら
7
枚
の
X

線
写
真
を
撮
り
、
こ
れ
を
専
門
医
が

読
影
し
ま
す
。

子
宮
が
ん
子
宮
の
入
口
を
綿
棒
か

へ
ら
で
軽
く
こ
す
っ
て
検
体
を
採
取

嶋ヽ

受
け
ま
し
ょ
う
ー

（
保
健
婦

し
、
穎
微
鏡
で
調
べ
ま
す
。
こ
れ
を

細
胞
診
と
い
い
ま
す
。

乳
が
ん
専
門
医
に
よ
る
視
診
、
触

診
。
乳
房
の
X
線
撮
影
（
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
ー
）
を
合
わ
せ
て
行
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

肺
が
ん
胞
部
X
線
写
真
を
2
人
以

上
の
専
門
医
が
読
影
し
ま
す
。
ま
た
、

痰
の
出
る
方
は
3
日
間
痰
を
採
っ
て

き
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
顕
微
鏡
で
鯛

べ
ま
す
。

大
腸
が
ん
便
に
血
液
が
混
じ
っ
て

い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
検
査
で
、

家
で
便
を
2
回
採
っ
て
提
出
し
て
も

ら
い
ま
す
。
人
間
の
血
液
に
の
み
反

応
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

血
液
の
混
じ
っ
た
魚
や
肉
を
食
べ
た

と
し
て
も
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
。

前
立
腺
が
ん

問
診
と
血
液
中
の
P

S
A
値
と
い
う
も
の
を
測
定
し
て
判

定
し
ま
す
。
基
本
健
診
時
に
行
い
ま

す。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
以
外
に
も
「
が

ん
」
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
町

で
行
う
が
ん
検
診
は
、

日
本
人
に
多

い

「
が
ん
」

に
つ
い
て
の
検
診
が
中

心
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
と
て
も
有

効
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
し
か
も
大

洗
町
で
は
、
乳
房
X
線
撮
影
以
外
の

が
ん
検
診
は
す
べ
て
無
料
で
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
が
ん
検
診
を

渡
辺
み
ど
り
）

(l 5) 広報おおあらい 2000.3.6 
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オウムガイ
オウムガイは今から約5億年前から「生きた化石」として

現在もなお生きている生物です。

名前とその姿 ・形を見ると貝の様ですが、たくさんの触

手があったり、口にはからすとんびがついていることから

イカやタコに近い仲間とされています。イカやタコの様に

煙幕を張ったり、体の色を変えたりして身を守る手段をも

っていないせいか、この硬い殻で敵の攻撃を防いでいるよ

うです。

オウムガイは普段、水深の深い所に棲んでいますからそ

の生態や習性には謎が多く、神秘の生物といえるでしょう。

編集発行●大洗町役場町長公室 〒311-1392茨城嗅東茨城郡大洗町礎浜IBJ688l -275 合 029(267) 5 l l l（代） 印刷●冨士オフセット印刷株式会社

◎ '※この広報紙は、古紙配合率700％の再生紙を使用しています。

もノ．．。


